
山口つながる案内所の取り組み
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「住んでみぃね！ぶちええ山口」県民会議 事務局員 吉田
（山口県総合企画部中山間地域づくり推進課やまぐち暮らし創造班）
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2015.9.17設立

2015
（H27）

2020
（R2）

2021
（R3）

官民連携の移住促進団体として設立し、オール山口で移住・定住を促進

移住相談総合窓口（やまぐち暮らし支援センター）の新設
YY!ターン交通費支援補助金の創設

やまぐち暮らしフェア開催 YY!ターンカレッジ・公開講座の開始

YY!ターンコンシェルジュの配置

・ 山口つながる案内所の開設

・ 関係人口プロジェクトの支援

・ 関係人口来県支援交通費補助金の創設

やまぐち移住倶楽部の創設

山口型ワーケーションの推進

2016
（H28）

2017
（H29）

2018
（H30）

2019
（Ｒ１）

関係人口創出・拡大事業 開始

「住んでみぃね！ぶちええ山口」県民会議とは
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頻繁な
訪問

寄付
（ふるさと納税）

頻繁な
特産品購入

地域活動
参加

移住・定住

地域への定住志向性

地
域
へ
の
思
い

（強）（弱）

（
弱
）

（
強
）

関わりの階段

観
光

移住促進事業
ワーケー
ション

関係人口創出・拡大事業

ワーケーション推進事業

「住んでみぃね！ぶちええ山口」県民会議とは
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１．山口つながる案内所（リアル・Web）の運営

・ 案内人の配置、会員登録、情報発信

２．関係人口プロジェクトの支援

・ 地域マッチング支援事業（県民会議が伴走支援） と 地域団体等実施事業

３．関係人口来県支援交通費補助金

来県支援

関係人口創出・拡大事業



県外にいても山口県を想ってくれる方々と、山口県の人や地域を「つなげる」場所

○ 「おいでませ山口館」（東京日本橋）内にリアル拠点

○ Ｗｅｂ上で会員登録が可能

（対象）県外にお住いで山口県に関心のある方

○ ＨＰやＳＮＳ等を活用して県外へ情報発信

企業

学生

フリー
ランス

経営者

山口県外

ボラン
ティア

縁の店
団体

会社員

団体

人

市町

企業

大学

地域

１．山口つながる案内所（リアル・Weｂ）の運営
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山口県外にお住いの都市部等の方々（関係人口）を、地域の新しい「仲間」として迎え、

地域内外の人が一緒に地域の課題解決や活性化に向けて活動するプロジェクト

プロジェクトの要件

地域の課題解決や活性化に資するもの

来県者の知識や経験、労務等が必要なもの

実施主体が行政または地域団体であるもの
※民間企業主催の場合は行政の後援等が必要

営利を目的とするものでないこと
※参加料を必要経費に充てることは可（持続可能性）

市町を通じて申請があるもの

○ 地域の空き家を来県者と一緒に改修して活用方法を検討する

○ 人口減少・高齢化で難しい農産品・果樹等の収穫をしてもらう

○ ヨソモノ視点で地域資源を体験、ＰＲ方法の検討・発信してもらう

× 地域を盛り上げるために、地域のお祭りに参加してもらう

⇒ 単なる参加だけはＮＧ、企画や催行補助等の関与が必要

× 来県者に陶芸体験をしてもらう

⇒ 体験だけはＮＧ、体験を基にツアー商品の検討等が必要

プロジェクト例

２．関係人口プロジェクトの支援

☞ 要件を満たすか悩む場合は、案内所事務局までお気軽にご相談を！
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市町を通じて申請された、要件を満たすプロジェクトは「山口つながる案内所」ＨＰの

「募集プロジェクト」ページに掲載、会員メールやＳＮＳ等により県外に情報発信を行う

掲載申請

市町

地域
団体等

情報発信

山口県外

フリー
ランス

ボラン
ティア

会社員

学生

２．関係人口プロジェクトの支援
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○ 会員向けにメールで募集情報をお知らせ

※ 希望があれば、会員登録時の登録内容によりターゲッティングが可能

例） 年代、○○市に関心がある方、移住希望の方、ワーケーションに興味がある方、学生 ｅｔc…

○ 案内所ＨＰやＳＮＳで、県外の方向けに周知

#山口つながる案内所 #あなたとつながる山口県 で発信

○ 県外から参加された方は、「関係人口来県支援交通費補助金」を活用可能に

掲載のメリット

@ymg.tunagaru@ymg.tunagaru.annaisho @ymg.tunagaru@ymg_tunagaru

２．関係人口プロジェクトの支援

☞ 地域だけでは、人が少なくてやりたいことが実現できない！

県外から人を集める方法が分からない！

地域に来てもらうためのキッカケが欲しい！
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・ 活動経費を県民会議が負担 (上限50万円、補助率10/10）

・ 必要に応じて専門家を派遣するなど、伴走型の支援も実施

・ 市町の関係人口担当課を通じて、希望調査を実施 （春頃） ⇒ ５件程度を採択予定

地域マッチング支援事業

・ 市町、地域団体等が実施するもの

※ 民間企業が主催のものは不可（但し、民間企業主催で市町が共催・後援するものを除く。）

市町や地域団体等に民間企業が地域貢献の一環として協力する形は歓迎

・ プロジェクト参加者は、「関係人口来県支援交通費補助金」を活用可能

地域団体等実施事業

＝県民会議が伴走支援

＝県民会議は後方支援（プラットフォームの提供、情報発信等）

２．関係人口プロジェクトの支援

ＨＰへ掲載する募集プロジェクトは、２種類



区 分 地域マッチング支援事業 地域団体等実施事業

必要経費支援 ○
（上限50万円・補助率10/10）

☓

専門家派遣等の伴走支援 ○ ☓

案内所HPへの掲載 ○ ○

案内所ＳＮＳでの情報発信 ○ ○

マッチング
（参加申込から参加決定までのサポート）

○
（事前ヒア、質疑応答対応など）

△
（申込後は主催者対応）

来県交通費支援補助金の活用 ○
○

（必要に応じ参加者確認を実施）

民間マッチングサイトでの募集
（SMOUT、activo等）

○
（掲載～参加申込まで実施）

☓
（主催者自身での掲載はＯＫ）

申請時期 年１回（春頃） 随時受付

２．関係人口プロジェクトの支援

ＨＰへ掲載する募集プロジェクトの違い
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対象者
県外にお住まいの案内所会員で、山口つながる案内所ＨＰに掲載された

募集プロジェクトのために来県し、活動内容をＳＮＳ等で発信してくれた方

補助額等
居住地から山口県までの公共交通機関（タクシー除く）による往復交通費（実費）の１／２

上限額３万円／人 ※ １年度につき１人１回限り

＜基本的な流れ＞

３．関係人口来県支援交通費補助金

地域活動のために来県してもらう関係人口の金銭的負担を軽減

☞ 予算に限りがあるので、お早めに！



10代
3

20代
97

30代
89

40代
89

50代
91

60代
26

70代以上
13

年代

会社員
198

学生
51

フリーランス
36

アルバイト
24

専業主婦(夫)

21

経営者等
21

公務員
19

その他
19

なし
19

職業

（参考）山口つながる案内所の会員登録状況

会員登録数：４０８名（2022.2.1現在）
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山口県
134

首都圏
96

未登録
82

九州
25

近畿
23

中四国
18

中部
13

北海道
9

東北
6

海外
2

出身地

首都圏
320

近畿
31

九州
16

中部
15

中四国
14

北海道
8

東北
3

海外
1

居住地

※任意登録項目
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（参考）山口つながる案内所の会員登録状況



48

73

75

84

117

124

146

155

184

0 50 100 150 200

副業

ふるさと納税したい

ワーケーション

その他

二地域居住

特産品等を購入したい

地域イベントへの参加

地域活動への参加

観光に行きたい

これから山口県とどう関わりたいか（複数選択可）

移住が決まっている
19

すぐにしたい
16

近いうちにしたい
70

いつかしたい
108考えないでもない

77

なし
118

移住への
興味・関心

52.2％が移住希望・予定者

※任意登録項目
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（参考）山口つながる案内所の会員登録状況

※任意登録項目
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終わりに

たくさんの方々に みなさんの地域に「お客様」としてではなく

地域の新しい「仲間」としてつながってもらうため

ぜひ 「山口つながる案内所」 をうまく活用ください！

【相談・お問合わせ先】

「住んでみぃね！ぶちええ山口」県民会議 事務局

（山口県 総合企画部 中山間地域づくり推進課 やまぐち暮らし創造班内）

担当：吉田

TEL：083-933-2554 E-mail：contact@ymg-tunagaru.jp

SNSのフォロー
お願いします

mailto:contact@ymg-tunagaru.jp

